
特定中山間保全整備事業「邑智西部区域」効率的整備手法検討

第三者委員会の意見

特定中山間保全整備事業「邑智西部区域」効率的整備手法検討第三者委員会

の意見は、次のとおりである。

中山間地域において、森林と農用地を一体的に整備する本事業は、条件不利

地域において適切な森林管理と農用地の利用を促進するために必要な事業であ

り、事業の実施により、地域の農林業の振興及び農山村の活性化、さらには森

林と農用地の有する公益的機能の維持増進が期待できる。

整備計画は、効率的・効果的な整備となるように工夫されているが、より一

層の効率的・効果的な整備となるように、以下の点に留意願いたい。

【整備内容】

○森林整備については、現場の状況に応じて、作業を省力化するところ、人手

を入れるところを明確に区分し、メリハリのある施業方法で実施することが必要

である。これにより、地域にあった森林整備のモデルとなるように取り組むこ

とを期待する。

○農用地整備にあたっては、地域農業の担い手形成等、将来ビジョンの実現に向

けた取組と連携を密にして事業を推進する必要がある。

○農林業用道路は、農林業の利用のみならず、地域の生活道路として、また都市

と農村の交流促進の道路としての機能も大いに期待される。このため、安全性の

確保には、より一層の配慮をする必要がある。



【コスト縮減】

現場発生材の有効活用や直営施工の導入などのコスト縮減の取組は、効率的○

・効果的整備手法として有効であり、取組の成果を積極的に することを期PR

待したい。

【環境配慮】

○環境に配慮した整備を効果的に実施するためには、現場の情報を十分に収集

し、条件に応じて手法を変更するなど、臨機応変に施工を行うことが重要であ

る。

○事業の実施においては、生態系や景観などの環境配慮のみならず、現場発生

材や地域資源を有効利用するなど、地域の資源循環にも貢献する取組を期待した

い。

以上の点に留意し効率的・効果的な整備に積極的に取り組むとともに、整備

後の利用を促進するため、地域住民の理解と協力を得られるように努めること

が必要である。

さらに、本事業について、広く国民の理解を得るために、費用対効果で数値

化されている効果のみならず、定性的な効果も積極的に示していくことが重要

である。そのため、数値化が困難な効果についても、事業前後の状況が把握で

きるデータを整備しておくことが必要である。


